
福井県立丸岡高等学校の
地域との連携・協働による新しい高等学校づくり



【構想概要】 持続可能なふるさとの豊かな営みを創出するグローカル人材の育成

課題解決のためのコンソーシアムとの協働

社会と関わりながら自分で考え、
主体的に責任を持って社会を変えていける
グローカルリーダーの育成 （Ａｇｅｎｃｙ）

目指す
人材像

持続可能な社会をめざし、グローバルな
視点で地域を担える生徒の育成

３年生

ローカルで行動できる生徒の育成

人材育成モデル

地域や海外との協働による取組

1. 地域の課題を行政・企業・ＮＰＯ等が学校
と連携し協働して解決していく。

2. 地域課題の解決のために生徒が海外連
携校等の様々な主体と協働しながら取り
組む。

3. 課題解決に必要なカリキュラム開発は教
職大学院と連携し推進する。

4. スタディー・ログ等のポートフォリオとして
収集されたデータは、生徒の資質向上の
効果測定のために、大学の研究者が分
析する。

5. 本校で学ぶ留学生の生活や語学学習を
コンソーシアムが支援する。

グローバルな視点で考える生徒の育成

コンソーシアム全体概観

１年生

２年生

主な予定目指す人材像

海外高校生との
国際協働探究学習

これまでの先進的なの取組み

学校設定科目
「グローカル英語・社会」

保・幼・小・中・高の
一貫した探究学習

■地域や世界と関わりながら、自分で考え、主体的に責任を持って行動できる力
■多文化共生社会をめざし、外国人と協働して課題を発見し解決できる力
■世界的な視野で地域の資産を生かして、新しい産業を生み出す起業力

2019.7 日本語学校と交流
8 タイ国へスタディーツアー

10 ウィキペディアタウンｉｎ丸岡
丸岡古城祭りへ企画参加

12 台湾研修で現地調査・発表
お城EXPO2019に参加・発表

2020.2 県教育総合研究所で発表
坂井市議会で発表
福井大学ラウンドテーブル

3 小中高連携丸岡城サミット
運営指導委員会

8   生徒国際イノベーション
フォーラム2020で発表

タイ国へスタディーツアー
10 丸岡古城祭りへ企画参加
12 台湾研修で現地調査・発表

2021.3 小中高連携丸岡城サミット
12 台湾研修で現地調査・発表

2022.2 福井大学ラウンドテーブル

自治体 海外連携校

保・幼
小・中

国際交
流協会

NPO

企業

丸岡高校

地域協働U

海外協働U

大学 ISN

【活動例】
①丸岡城周辺の賑わう町作り活動
②居住外国人と協働した地域活動
③海外での現地調査（町作り等）
④留学生や海外姉妹校と研究活動
⑤ＳＮＳ等で地域の情報発信

身に付ける
資質・能力

グローバルな視点を持ち、地域の活性化に資する人材

高校生議会 海外での研究発表

市民講座企画バイリンガル観光ボランティア

発
展

全

学
年
で
実
施

２０１９年度からの取組み

地域・行政・企業等と
地域の課題解決

丸岡高校が描く未来

◆５年後

地域住民が主体的に町

づくりに参加

◆１０年後

新幹線効果で観光発展

外国人観光客増

◆１５年後

若手起業家誕生

新しい産業 人口増



台湾・タイ

県教育総合研究所

福井県教育委員会（管理機関）

福井大学・県立大学

丸岡高校

企業・自治体・地域と高校が、アズAS☆という連携組織を構築（会長は市長）
県教育総合研究所から丸岡高校に指導主事を派遣し研究支援
福井大学連合教職大学院に現職の教員を院生として派遣
カリキュラム開発専門家・海外交流アドバイザー・地域協働学習支援員の配置

公（自治体）・民（企業・地域）・学（学校）が連携した取り組み

坂井市

企業

地元の小中学校

ロータリー
クラブ



タイ国へのスタディーツアー 台湾研修

台湾の高校と国際交流

グローカル① 【海外研修や国際交流】

留学生とのそば打ち



グローカル②【地域・行政・企業等と地域の課題を解決】

議会塾 PTAと市議会とのコラボ企画

公民館で地域の課題を取材地元企業の見学

高校生議会で提案



グローカル③ 【地域貢献活動・地域での探究学習】
地域貢献活動（シャッター制作）

丸高カレッジ（市民講座）

地元の祭りでボランティア

丸岡城サミット（小中高連携探究学習）



グローカル④ 【Ｍプロジェクト（総合的な探究の時間）】
「地域の宝を探せ」フィールドワーク 地域の人への取材報告会

異文化交流（書道体験） 異文化交流（日本の絵本紹介）



第一学年次で育てたい
コンピテンシー（資質・能力）

地域の方へアクセスする力

情報収集・活用する力

主体性・責任感（Agency)

「地域の方へ

アクセスする力」

「情報収集・

活用する力」

・課題解決型学習の基礎（講演）

・フィールドワークの基礎

・発表の基礎

地域活性化事例研究

地域の方へインタビュー

課題解決型学習とは

地域活性化プランの提案

「主体性・

責任感（Agency）」

・新聞、インターネットを活用 して

調査、情報収集

・地域活性化策の提案

・発表会（学年全体でポスターセッション）

※坂井市役所・ロータリークラブ・アズＡＳ☆

・投票により優秀者の選出

・地域との「つながり」を築く

・フィールドワークにて調査、

情報収集

・発表会（クラス内）

生徒の振り返り

生徒の振り返り

生徒の振り返り

自分の生まれ育った丸岡を、
今よりも活気があふれる丸岡に
できるように、地域のために何
かをしたいと思いました。・自分が知らなかった新たな魅力を知

ることができて良かった。今日の活動
で、丸岡のことをもっと好きになれて
良かった。
・もっと丸岡のことを知れるように
したいと思った。

Ｍプロジェクトのシラバス

４～５月

７～９月

９～11月

11～3月

・調査、情報収集

※アンケート等による客観的データ・裏取り

・地域活性化策の提案

・中間発表会（クラスでポスターセッション）

※投票により優秀者の選出

・詳細な地域活性化策の作成（グループ）

・最終発表会（プレゼンテーション）

※坂井市役所・ロータリークラブ・アズＡＳ☆



１．グローカルスタディー英語（１単位） ２年

地域の自然・歴史・文化等の地域の特
色を外国人観光客や海外に向けて説
明や発信できる英語力を育成する。
地元のロータリークラブと一緒に
ＳＤＧｓの取組み
→持続可能な社会を目指す。

グローカル⑤ 【カリキュラムの刷新】

ロータリークラブの方との授業の様子

次年度の３年生では、グローカルスタディー社会（１単位）

2030年問題として指摘されている少子高齢化、産業振興、
観光、環境、エネルギーなどの地域の諸課題を、主権者とし
て解決する能力を高め、新しい時代に求められる資質・能
力を育成する。



グローカル⑥ 【新設 地域協働部】

※令和元年度入学生より、「地域貢献・国際交流」の特色選抜を実施
生徒の受け皿として地域協働部を新設。地域協働室も設置

①校内にそば道場新設
地域のそば名人の指導で全国そば打ち選手権出場

②地域の情報をウィキペディアで編集・発信開始
県内在住外国人２０名とウィキペディアの多言語化 １０か国語

③関西の大学生と地域課題についての合同合宿
④坂井市の情報をインスタで発信

新設された校内の
そば道場

地域アドバイザーとの活動
の様子

生徒が活動する
地域協働室



丸岡高校のSWOT分析研修会の様子

評価についての校内研修会の様子

グローカル⑦ 【教員の授業向上】



地域との協働による高等学校教育改革推進事業

鯖江市デジタルパンフレットの作成 地域活性化プランコンテストへの参加

鯖江
高等学校 鯖江

市役所

地元
経済界

ＮＰＯ
法人

同窓会

福井
新聞社

地元
小・中
学校 大学

発展・進化

オールＳＡＢＡＥ



地域との協働による高等学校教育改革推進事業

具体的に何をするのか？

・地域資源、地域人材、地域教材などを全科目の

授業で活用 →学校全体で授業改善
・多様な大人と接することで生徒の意識を刺激

→開かれた学校づくり

鯖江型高校教育「オールＳＡＢＡＥ」の形成



鯖江高校・鯖江商工会議所・鯖江市
相互連携協定を締結



クッキング部の活動



出前講義



世界津波の日高校生サミット



子どもの発達と保育


